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義 務 教 育 学 校 出 水 市 立 鶴 荘 学 園 校 長

社 会 の 変 化 が ま す ま す 激 し く な る 中 ， 子 供 た ち が 社 会 人 に な る こ ろ に は ， そ の ６ ５ ％ は 現 存
し て い な い 職 業 に 就 き ， 半 数 近 く の 仕 事 が 自 動 化 さ れ る 可 能 性 が 高 い と い う 予 測 が あ り ま す 。

そ の よ う な 時 代 に よ り よ い 人 生 を 送 る た め に は ， 主 体 的 に 課 題 を 発 見 し ， 解 決 に 導 く 力 や 多
様 な 人 々 と 協 働 し て 課 題 解 決 す る 力 ， 既 存 の 概 念 に と ら わ れ な い 創 造 的 な 発 想 力 や 企 画 力 ， 他
者 へ の 思 い や り や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 な ど が 求 め ら れ て い ま す 。

鶴 荘 学 園 は ， 人 生 を 主 体 的 に 切 り 拓 く た め の 学 び の 場 を 創 造 し ， 確 か な 学 力 を 身 に 付 け さ せ
る と と も に ， 心 豊 か で た く ま し く 生 き る 児 童 生 徒 を 育 成 し ， 保 護 者 や 地 域 の 負 託 に 応 え ， 信 頼
さ れ る 学 校 を め ざ し ま す 。

ま た ， 本 校 区 に は ， 世 界 で も 類 を 見 な い ツ ル の 越 冬 地 で あ る 荒 崎 地 区 が あ り ， 毎 年 １ 万 羽 を
超 え る ツ ル が 渡 来 し て き ま す 。 旧 荘 中 学 校 か ら 続 く 羽 数 調 査 は ， 半 世 紀 以 上 に 及 ぶ 長 い 歴 史 が
あ り 県 内 外 に 広 く 知 ら れ て い ま す 。 ツ ル を は じ め と す る 野 鳥 等 を 素 材 に し て ， 教 育 的 価 値 を 高
め ， 児 童 生 徒 へ 自 然 保 護 ･ 動 物 愛 護 の 精 神 ， 環 境 教 育 ， 本 市 が 進 め る 命 を 大 切 に す る 教 育 (生 命
尊 重 )を 推 進 し ま す 。

さ ら に ， 地 域 の 素 材 を 生 か し ， 米 づ く り 体 験 学 習 を 通 し て 食 育 を 推 進 す る な ど し て ， 地 域 の
産 業 と し て の 農 業 に 対 す る 関 心 を 高 め ， 望 ま し い 職 業 観 ･ 勤 労 観 を 育 成 し ， 義 務 教 育 学 校 の 特
性 を 生 か し た キ ャ リ ア 教 育 を 推 進 し ま す 。

私 た ち は ， ９ 年 間 の 一 貫 し た 教 育 で こ の よ う な 取 組 を 充 実 さ せ ， 自 己 実 現 を め ざ し ， 地 域 社
会 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 を 図 り ま す 。

職 員 構 成 児 童 ・ 生 徒 数 （ H30.4.1 現 在 ）

校長 教頭 教諭 養教 事務 主事 司書補 合計

前期課程 1 4

後期課程 1 9

合計 1 2 13 1 1 (1) (1) 18(2)

 ( )は市費別掲

1 1 1 (1) (1) 18(2)
１年 ２年 ７年 ８年 ９年

5 5 13(5) 13(3) 6(2)

５年 ６年

( )特認生再掲

合計

64(9)

前期課程（小） 後期課程（中）

３年 ４年

（複式） （複式）

＜合計　32＞ ＜合計　32＞

6 5 7 4



義 務 教 育 学 校 出 水 市 立 鶴 荘 学 園 グ ラ ン ド デ ザ イ ン



活動の最終目標

ツルをはじめとする野鳥等に関する調査研究の発表

１年生

配当時数 １２時間 連携

・ツル観察センターでツル クレインパーク
の観察をする。 ツル観察センター
・ツルに手紙や絵を描く。

中間目標

いずみツルガイド検定合格

＜教科の目標＞

ツルやそれを取り巻く人・社会・自然に関する探究的・協同的な活動や体験を通して，
自ら課題を見付け，学び，考え，判断し，よりよく問題を解決しながら，ツルの生態や
人々とのつながり，出水の自然環境等に関する理解を深めることができる。また，地域
社会に参画する喜びや地域への愛着を深め，出水の町に貢献しようとする態度を養う。

ツル科配当時数

前期計 後期計 合計

130時間 75時間 205時間

ツルの渡来地として全国的に有名
な荘地区に立地する本校には，５０
年以上の歴史をもつツルクラブがあ
り，毎年飛来するツルの羽数調査を
行っています。本校では，ツルをは
じめとする野鳥等に関する学習をよ
り深めるために，ツル博物館クレイ
ンパークいずみと研究協力の協定を
結び，自然保護・動物愛護の精神に
基づく教育を推進しています。

今後，学芸員等の指導や協力を得
ながら，９年間を通して学習します。

２年生

配当時数 １２時間 連携

・出水に渡来するツルの種類につい クレインパーク
て調べ，調べたことやインタビュー
したことを紙芝居にまとめる。

３年生

配当時数 １８時間 連携

・ツルの一年間の生活を調 クレインパーク
べ，すごろくにまとめる。

４年生

配当時数 １８時間 連携

・渡来の歴史やこれまでの地 学校運営協議会
域との関わりや願いについて クレインパーク
調べ，すごろくにまとめる。

５年生

配当時数 ３５時間 連携

・ツルと出水の自然の様子 クレインパーク
について調べ，表やグラフ ツル観察センター
等にまとめる。

６年生

配当時数 ３５時間 連携

・ツルクラブ体験 クレインパーク
・ツルと人々とのつながりについて
調べ，パンフレット等にまとめる。

７年生

配当時数 ２６時間 連携

・ツルクラブ活動 クレインパーク
・課題をもとに研究テーマ
を設定，調査する。

８年生

配当時数 ２６時間 連携

・ツルクラブ活動 クレインパーク
・ツルに関する課題研究 釧路市

阿寒中学校

９年生

配当時数 ２３時間 連携

・ツルクラブ活動 クレインパーク
・ツルに関する課題研究の
まとめ,発信

「ツルクラブ活動の内容」

・ツルクラブ発足式

・羽数調査打ち合わせ（全６回）

・羽数調査現地打合せ

・羽数調査（全６回）

・ツル家族構成，分散調査

・研究誌「ツルの声」原稿作り

地 域 の 素 材 を 生 か し た 本 校 独 自 の 教 科 「 ツ ル 科 」



年間を通して安定した乗り入れ授業を実施するために，前期課程（１年生～６年生）
では５０分（４５分＋５分）の校時表を作成し，１年生から９年生までの授業開始時刻
をそろえています。

５０分を「４５分（授業）＋５分（パワーアップタイム）」とし，パワーアップタイム
の使い方は，担任裁量で弾力的に活用するようにしています。

今後，様々な実践を重ね検証を行いながら，より効果的な校時表について研究を進め
ていきます。

〈活用例〉
４５分（授業）＋５分（補充指導・発展学習・学習の振り返り・準備・教室移動）
４５分（授業）＋２０分（読書活動：準備を含む）＋４５分（授業）等

全 学 年 の 校 時 表 を 統 一
時刻 曜日 時間 月 火 水 木 金 土

朝の読書 全校朝会 委員会 ボランティア 朝の読書

職員朝会 児童集会 係活動 仲良し音楽 職員朝会

ブロック朝会 （代表委員会) 仲良し体育

グリーンタイム 読書集会

5

5

5
10

5
10

5
10

11:35～11:50

5 集団下校
勤務終了

12:05

45

10 移動・準備，帰りの会

集団下校 15:05 5
15:05 10
15:15

5 パワーアップタイム ～
10 帰りの会 16:05 5

集団下校 ～15
16:20
16:20 職員体育

～ 職員作業
16:45 教育相談

11:45
～

14:55
14:55
～

13:10

12:35

～

10

移動・準備

9:35

縦割り班活動

8:40

8:45
～

～

パワーアップタイム（移動･準備・読書・補充・振り返り）

移動・準備

パワーアップタイム（移動･準備・読書・補充・振り返り）

～

10:35

10:45
～

12:35

11:35

パワーアップタイム（移動･準備・読書・補充・振り返り）

35 給食

8:30
10 朝の会・健康観察

45 1校時

移動・準備

45 ２校時
パワーアップタイム（移動･準備・読書・補充・振り返り）

３校時

9:45
～

45

15 掃除
５校時

13:55

移動・準備

45

移動・準備

移動・準備
帰りの会

4校時

５校時14:45 ～

休憩

13:55
45

14:45 5 パワーアップタイム 14:15

(6校時)
企画委員会

生徒指導委員会
各種部会等
(放課後)
職員研修
職員会議

45

5

45 6校時15:45
パワーアップタイム（移動･準備・読書・補充・振り返り）15:45

6校時45
移動・準備・帰りの会

～ 前期部会
教材研究

教材研究教材研究

帰りの会
集団下校

25

15:55

45
16:00

16:45

16:45

［前期課程（小学校）］

8:15
～

8:25

勤務終了

パワーアップタイム（移動･準備・読書・補充・振り返り）

本校では，校種の枠を越えた学級担任の配置や全学年への副担任の配置，
前期課程における一部教科担任制を実施しています。なお，これによって，
３・４年，５・６年生の複式学級における単式指導が可能となっています。

一 部 教 科 担 任 制 ・ TT 指 導

本校では，１年生から９年生までの学年の枠を越えた交流活動を行ってい
ます。上級生は下級生に思いやりを持って接し，下級生はその姿から学ぼう
とする姿が見られることを期待しています。また，前期課程の最上級生に当
たる６年生の自主性やリーダー性も育てられるように，各活動での後期課程
と前期課程の役割について研究を進めています。

［ 全 校 朝 会 ］ 毎 月 第 １ 火 曜 日
１ 年 生 か ら ９ 年 生 ま で 全 児 童 生 徒 が 参 加 す る 朝 会

［ ブ ロ ッ ク 朝 会 ］ 毎 月 第 ３ 火 曜 日
前 期 課 程 ， 後 期 課 程 に 分 か れ て 行 う 朝 会

［ な か よ し 音 楽 ］ 毎 月 第 ２ 木 曜 日
全 校 児 童 生 徒 で 合 唱 す る 音 楽 集 会

［ 読 書 集 会 ］ 毎 月 第 ４ 木 曜 日
ブ ッ ク ト ー ク や 読 み 聞 か せ 等 を 行 う 読 書 活 動

［ 縦 割 り 班 活 動 ］ 毎 月 第 ２ 土 曜 日
異 学 年 で 鬼 遊 び や ド ッ ジ ボ ー ル 等 を す る 交 流 活 動

学 年 の 枠 を 越 え た 交 流 活 動 合 同 行 事

入学式・後期課程進級式
１年生を迎える会
災害時引き渡し訓練
わくわくクッキング教室

合同運動会
学習発表会・文化祭
ひまわり集会
校内持久走大会

９年生お別れ集会
前期課程修了式
卒業式

蕨島小学校６年生が後期課
程へ円滑に移行できるように，
中学校教諭による乗り入れ授
業を行っています。

〈今年度の乗り入れ教科〉

理科・外国語・音楽
（週 3 時間）（週 3 時間）（週 1.4 時間）

義務教育学校
鶴荘学園

蕨島小学校

※蕨島小学校児童は７年生から
本校に転入学します。

前期課程の５年生から部活動に参加でき，週１回
練習に参加しています。

〈部活動名〉 〈加入状況(H30.4)〉

ソフトテニス部

部 活 動

５年 ６年 ７年 ８年 ９年 合計
 4人 2人 10人 9人 5人 30人

〈前期課程・後期課程間で乗り入れ授業等を実施している教科〉

蕨島小学校と
の合同研修をは
じめ，市内の小
規模校とも連携
を図り，教職員
の資質向上に努
めています。

〈他校の教職員との研修会〉
・二校合同研修会（鶴荘学園，蕨島小）
・小規模五校連絡会（鶴荘，切通，大川内，上場，蕨島）
・小規模中学校連絡会（鶴荘学園，大川内中）
・集合学習での合同職員研修会 等

他 校 と の 研 修

小規模校における豊かな体
験活動や個に応じた指導など
の特色を生かしつつ，大人数
での集団活動，学び合いの場
を設定することをねらいとし
て，前期課程は小規模５校，
後期課程は小規模２校で集合
学習を行っています。

小 規 模 校 集 合 学 習



本 校 で は 「 ９ 年 間 の 一 貫 し た 教 育 で ， 自 己 実 現 を め ざ し ， 地 域 社 会 に 貢 献 で き る 人 材 の 育 成 」 と い う キ ャ ッ チ フ レ ー ズ の も と ， コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ス ク ー ル の 制 度 を 取 り 入 れ て い ま す 。

ＪＲ出水駅下車
出水駅より
車で１５分

鹿児島市方面より
国道三号線
荘交差点を左折

熊本方面より
国道三号線
荘郵便局前を右折
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心 豊 か な 子 ど も の 育 成

を サ ポ ー ト し ま す 。
○ 学 習 活 動 の 支 援

○ 特 色 あ る 教 育 活 動 の 支 援

○ 部 活 動 の 支 援 等

地 域 の 「 つ な が り 」 を

大 切 に し ま す 。
○ 地 域 安 全 パ ト ロ ー ル

○ 地 域 行 事 へ の 協 力 及 び 企 画 運 営

○ 奉 仕 作 業 等 の 運 営 等

義 務 教 育 学 校 の 推 進 ・ 充

実 に 向 け た 取 組 を 行 い ま す 。
○ 学 校 運 営 に 関 す る 提 言 及 び 評 価

○ 義 務 教 育 学 校 の 広 報 活 動

○ 児 童 生 徒 増 加 活 動 等

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル （ 学 校 運 営 協 議 会 ）

義 務 教 育 学 校 推 進 委 員 会 教 育 活 動 支 援 推 進 委 員 会 保 健 安 全 環 境 整 備 委 員 会

〈ＰＴＡの主な活動〉
○ＰＴＡ新聞の発行

〈組織〉 ○美化リサイクル活動

〈評議員会〉 〈執行部〉 会長（１名） 顧問（１名） ○親子遠行の企画運営

監査（２名） ○ＰＴＡバザー
副会長（４名）書記（１名）会計（１名） ○学校保健委員会の運営

○校区安全パトロール

生活文化部長 保体部長 事業部長 学級理事 ○各研修会への参加

○親子ふれあい体操教室
各専門部員（全ＰＴＡ会員） ○親子教室の企画運営

Ｐ Ｔ Ａ の 組 織 と 主 な Ｐ Ｔ Ａ 活 動

校章は，児童生徒，
教職員，保護者，地
域の意見をもとに，
荘小学校と荘中学校
の校章から，ツルと
松のデザインを引き
継いでいる。本校区

にはツルの渡来地があり，ツルが，両翼
を広げて羽ばたいている姿には，子供た
ちに，たくましく育ってほしいという願
いが込められている。

また，校歌は，当時の中学生と職員が
作詞，作曲を行った。仲間と共に勉学に
励み，未来に向かってツルのごとく羽ば
たいてほしいというメッセージが込めら
れている。

校 章 ・ 校 歌 の 由 来 鶴 荘 学 園 校 歌

平成２７年 １月 市教委・校長による職員・ＰＴＡ地域への説明
５月 第１回小中一貫教育に係る荘小学校・荘中学校合同会議を開催

１２月 コミュニティ・スクール設置に向けた準備委員会を開催
平成２８年 ４月 施設隣接型小中一貫校としてスタート（乗り入れ授業開始）

６月 義務教育学校設置に係る準備会を開催
７月 学校運営協議会発足（コミュニティ・スクールとして認定）
７月 荘小学校校舎改修（職員室，校長室，保健室，コンテナ室）

１１月 ツルに関する学習についてクレインパークと研究協力締結
１２月 学校設置条例の一部を改正する条例が可決

平成２９年 ４月 義務教育学校「鶴荘学園」として開校 市研究協力校指定
５月 管理棟と特別教室棟の渡り廊下設置
７月 校舎改修工事（７～９年教室，図書室等）

義 務 教 育 学 校 開 校 ま で の 歩 み


